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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 久保田 折茂 久保田 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 久保田 久保田 折茂

小

児

科
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電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

郵便振替口座番号：00170-8-393711
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８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始（12月30日～１月３日）
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 山辺 松村所長 畔上 松村所長
大島(皮膚科）

松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長
皮膚のみ11：

30受付終了

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30

分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

中村麻理衣
(糖尿病・内科)
糖尿病は予約制

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗
(内科)
恩田圭司
(整形)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
高宮智正
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

中島孝敏
(内科)
榎本信行
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

恩田圭司
(整形)

休診
大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 原野 元田

午後
14時～17時

神山
(糖尿病)

高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅
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Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン
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通
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平
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新
小
岩
一
丁
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ル
ミ
エ
ー
ル
商
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今
の
国
会
で
大
き
な
焦
点
の
一

つ
に
な
っ
て
る
「
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
」
（
以
下
推
進
法
）

の
ね
ら
い
や
問
題
点
、
運
動
の
方

向
性
な
ど
を
学
ぶ
東
都
協
議
会
主

催
の
社
保
学
習
会
が
、
２
月
27
日

に
千
住
福
祉
学
校
で
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
。
医
療
・
福
祉
系
の
職
員
と

友
の
会
々
員
な
ど
、
50
人
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の

相
野
谷
事
務
局
長
が
講
師
を
務
め

社
会
保
障
に
関
す
る
公
費
の
削
減

を
主
眼
に
し
た
『
推
進
法
』
の
正

体
「
こ
れ
か
ら
の
医
療
・
介
護
が

ど
う
な
る
」
と
題
し
て
解
説
し
ま

し
た
。

加
速
す
る
安
倍
政
権
の
国
民

い
じ
め

安
倍
政
権
の
基
本
路
線
に
つ
い

て
、
軍
事
大
国
化
と
構
造
改
革
路

線
の
推
進
と
指
摘
し
、
日
本
を
戦

争
で
き
る
国
に
す
る
こ
と
、
大
企

業
の
負
担
を
軽
減
し
、
自
由
を
拡

大
す
る
も
の
と
説
明
。
97
年
以
降
、

消
費
税
を
５
％
に
し
、
医
療
の
窓

口
負
担
を
２
割
に
引
上
げ
る
な
ど
、

合
わ
せ
て
９
兆
円
も
の
国
民
負
担

を
お
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
自
殺
者
が
毎
年
３
万
人
以

上
、
格
差
と
貧
困
が
ひ
ろ
が
り
ま

し
た
。
安
倍
政
権
は
こ
の
路
線
を

い
っ
そ
う
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。借

金
の
返
済
に
消
費
税
増
税

続
い
て
、
公
共
事
業
の
バ
ラ
マ

キ
政
策
に
つ
い
て
「
そ
の
財
源
は

借
金
で
あ
り
、
そ
の
返
済
に
消
費

税
を
当
て
る
こ
と
」
だ
と
い
い
、

「
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
引
上

げ
を
阻
止
」
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。
同

時
に
消
費
税
だ
け
で
は
財
源
が
足

り
な
い
た
め
、
そ
の
矛
先
が
「
社

会
保
障
の
削
減
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
の
露
払
い
と
し
て
生

活
保
護
基
準
の
切
り
下
げ
と
な
っ

た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
医
療
の
営
利
化
が

加
速

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
で
関
税
や
そ

の
障
壁
が
取
り
除
か
れ
る
と
特
に

社
会
保
障
・
医
療
の
分
野
で
混
合

診
療
解
禁
の
道
が
開
か
れ
ま
す
。

日
本
の
病
院
経
営
は
「
非
営
利
の

原
則
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が

崩
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

公
費
削
減
を
主
眼
と
す
る

『推
進
法
』」

相
野
谷
さ
ん
は
、
「
安
倍
内
閣

の
暴
走
の
重
要
な
柱
が
社
会

保
障
の
改
悪
で
あ
り
、
そ
の

皮
切
り
が
生
活
保
護
の
切
下

げ
で
す
」
と
再
度
強
調
し
ま

し
た
。
い
ま
生
活
保
護
の
相

談
窓
口
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

化
し
、
と
に
か
く
安
い
賃
金

で
も
働
け
と
い
う
就
労
強
制

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

『
推
進
法
』
の
ね
ら
い
に
つ
い

て
「
社
会
保
障
に
国
が
出
し
て
い

る
お
金
、
自
治
体
が
出
し
て
い
る

お
金
を
一
円
で
も
多
く
削
り
た
い
、

そ
れ
に
つ
き
ま
す
」
と
強
調
。
国

民
健
康
保
険
を
例
に
す
る
と
か
つ

て
50
％
だ
っ
た
国
庫
負
担
が
25
％

ま
で
カ
ッ
ト
さ
れ
、
国
民
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
『
推
進
法
』

で
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
削
ろ
う
と

し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
保
険
料

が
上
が
る
と
、
「
空
洞
化
し
て
き

て
い
る
制
度
そ
の
も
の
が
成
り
立

た
な
く
な
り
ま
す
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

最
後
に
「
消
費
税
の
増
税
阻
止

は
も
ち
ろ
ん
、
今
夏
の
参
院
選
で

は
『
推
進
法
』
を
廃
止
す
る
議
員

を
多
く
国
会
へ
送
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
運
動
を
地
域
か
ら
大
き

く
広
げ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

（
高
取
）

加
速
す
る
安
倍
政
権
の
国
民
い
じ
め

消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
の
改
悪

〜
東
都
協
議
会
の
学
習
会
か
ら
〜

千住福祉学校での学習会

松島 根本 公子
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助け

になるのです。

なぎさ薬局
TEL03- 56 79- 71 37／ FAX03-5679-7138

肺炎とは主に細菌やウイルスが肺に感染し

て炎症を起こす病気です。癌・心臓病・脳卒

中に続いて日本人の死亡原因の第 4位です。

高齢者や慢性の病気を持っている方などは

特に肺炎にかかりやすく治りにくい傾向があ

るので、予防や早めの治療が大切です。肺炎

球菌による肺炎は、成人の 25 ％～ 40 ％を占

め特に高齢者の肺炎の約半数は、肺炎球菌が

原因とされています。

肺炎球菌には、80 種類以上の型があります

が肺炎球菌ワクチン接種により、そのうち 23

種類に対して免疫をつける事ができます。接

種により、肺炎球菌による肺炎の 8 割に効果

があると言われています。肺炎球菌ワクチン

は肺炎のすべてを予防するワクチンではあり

ませんが、接種することによって重症化防止

などの効果が期待されます。免疫効果は 5 年

以上にわたって持続すると言われており、肺

炎球菌に対する免疫ができると、肺炎にかかっ

ても軽い症状ですむ効果があります。

副反応としては、注射部位の痛み、熱感、

発疹が 5 ％以上に認められます。筋肉痛、倦

怠感、違和感、悪寒、頭痛、発熱等の報告も

ありますが、いずれも軽度で 2 日～ 3 日で消

失します。米国では 65 歳以上の接種率は 50

％を超えていますが、我が国における接種率

は近年増加しているものの、まだまだ低く不

十分な現状です。インフルエンザワクチンと

の併用効果も報告され

ており、今後はさらな

るワクチン接種普及が

望まれています。

編
集
後
記

▼
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
ボ
サ
ボ
サ
頭

が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
英
国
の
ボ
リ
ス
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
市
長
（
48

）

が
、
ロ
ン
ド
ン
を
「
世
界
で
最
も
魅
力

的
な
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
街
に
す
る
」
と

発
表
し
て
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
▼
計
画
で
は
、
自
転
車
専
用
の
高

速
レ
ー
ン
や
橋
を
建
設
、
裏
道
か
ら

「
静
か
な
道
」
を
経
由
し
て
中
心
部
の
専

用
レ
ー
ン
に
行
け
る
よ
う
、
10
年
か
け

て
数
百
キ
ロ
に
及
ぶ
道
路
を
整
備
し
よ

う
と
い
う
こ
と
。
予
算
額
は
１
３
１
０

億
円
と
い
う
か
ら
半
端
で
は
な
い
。
「
自

転
車
に
乗
り
換
え
れ
ば
交
通
渋
滞
も
減

り
、
人
び
と
に
力
を
与
え
、
健
康
に
も

い
い
、
重
要
な
の
は
安
全
に
す
る
こ
と

だ
」、
そ
う
語
る
自
転
車
好
き
の
市
長
。

し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
車
道
を
走
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
転
車
に
関
る
事

故
は
毎
年
増
大
し
、
安
全
を
高
め
る
こ

と
が
急
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
▼
４
月

28
日
、
友
の
会
が
中
心
に
行
う
「
環
境

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
で
は
街
路
樹
を
増
や

せ
、
安
全
な
自
転
車
レ
ー
ン
を
つ
く
れ

な
ど
の
要
望
を
国
交
省
や
東
京
都
に
求

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。（
黒
木
）

役立つ健康メモ⑧

肺炎球菌ワクチンについて

一之江内科クリニック 高野光太郎

生活保護基準の引き下げは
国民生活も切り下げる

政府は、13年度予算案を閣議決定し、生活扶助を今

後3年間で670億円も引き下げることにしました。生活

保護基準の引き下げは、私たちのくらしに大きな影響

を与えます。

＜増加する生活保護受給者＞

生活保護受給者は1995年88万人を底に、右肩上りに

上昇し、2012年12月時点で215万人、157万世帯になっ

ています。保護率は1.68％。きびしい経済情勢の影響

を受け、失業等により生活保護に至る「その他の世帯」

の伸びは10年間で約４倍です。また、高齢化等の影響

により、保護受給者は過半数（51％）は60才以上となっ

ています。保護受給者の増加の原因は、社会保障の改

悪で医療費や介護の保険料、利用料の増加、低い年金

とさらなる引き下げで限界に達していること。青年労

働者の場合は非正規や派遣労働という不安定な雇用状

況、大企業のリストラ合理化などの収入減によります。

＜保護基準引き下げは国民生活も切り下げる＞

いますすめられている社会保障改革推進法は社会保

障は「自立・自助」を基本とし、「自分で努力し、家

族と国民の助け合い」で行ない、「その後方で国が支

援する」としています。社会保障は権利ではなく、利

益を受ける「受益」だから、それに見合う「負担をす

るのは当然」としています。国民の権利としての社会

保障を認めない、憲法25条の解体につながるものです。

＜憲法25条を具体化した制度＞

生活保護は憲法25条にもとづいて保障された国民の

権利です。「国は生活に困っているすべての国民に対

し、最低限の生活を保障しその自立を助けることを目

的にする」としめされています。「最低限度の生活」

とは、「健康で文化的な生活水準を維持することがで

きるものでなければならない」もので、保護基準の切

り下げは各種制度に大きな影響を与え、国民生活全体

を悪化させるものです。

＜医療や教育など各種制度に波及＞

07年の最低賃金法改正で「生活保護に係る施策との

整合性に配慮する」（73条）と関連づけられ、厚労省

作成の「影響がおよぶ他の制度」にも最賃が入ってい

ます。保護基準が下がれば最低賃金が下がってしまい

ます。住民税の非課税限度額も保護基準を勘案して定

めています。04年に生活扶助基準を0.2％、05年に多

人数世帯（4人以上）の基準を切り下げました。これ

を受けて住民税非課税基準は、05年、06年に連続して

引き下げられました。また保育料は国基準で3才未満

は9000円ですが、課税になると19500円になります。

高額療養費制度は（70才未満）非課税のときは、上限

35000円ですが、課税になると「一般」80100円になり

ます。このほか関連する制度について、厚労省が明ら

かにしており、内閣は「影響の出ないように」と指示

していますが、その保障はありません。

表 生活保護基準によって決められ、影響を受ける制度

（全生連作成）

＜改悪ストップ行動の輪を広げよう＞

生活保護法は、すべての国民に申請する権利、受け

る権利を無差別平等に保障しています。働いていても

生活費が足りない人も生活保護を利用できます。江戸

川生活と健康を守る会、社保協と共に制度改悪ストッ

プの行動にとりくみましょう。

※生活と健康を守る新聞、月間「生活

と健康」「議会と自治体」を参考に

しました。（黒木）

○地域別最低賃金、住民税の非課税基準

○国民年金の保険料免除

○国民健康保険の保険税・料の額

○国保医療費の一部負担減免制度

○医療費の高額療養費

○介護保険料と保険料減免

○障がい者の医療費の減免

○幼稚園保育料を補助する就園奨励

○保育所保育料

○出産費用が安くなる入院助産

○義務教育の援助制度、高校授業料の減免

○公営住宅家賃の減免

○住民税や固定資産税の減免制度

○税などの差し押さえ禁止基準



心
を
打
つ
高
校
生
の

詩
の
朗
読

デ
キ
シ
ー
ユ
ニ
オ
ン
の
ジ
ャ

ズ
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
開
会
を

待
ち
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
旗
、

人
。
「
原
発
い
ら
な
い
、
い
の

ち
が
だ
い
じ

都
庁
職
病
院
支

部
」
「
医
労
連
」
「
新
聞
Ｏ
Ｂ

９
条
の
会
」
「
全
国
金
融
労
連
」

な
ど
の
旗
を
見
て
い
る
間
に
も

続
々
と
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

集
会
は
東
京
地
評
議
長
伊
藤

潤
一
さ
ん
の
「
地
震
大
国
の
日

本
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
発
に
依

存
す
る
こ
と
が
誤
り
だ
っ
た
」

で
始
ま
り
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
の
訴
え
の
最
初

は
福
島
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ

「
た
ね
ま
き
う
さ
ぎ
」
の
み
な

さ
ん
の
詩
の
朗
読
で
し
た
。

「
娘
に
会
津
に
逃
げ
ろ
と
言
い

救
助
の
仕
事
に
も
ど
る
父
親
」

「
10
分
で
荷
物
を
ま
と
め
車
に

乗
っ
て
逃
げ
た
」
「
寒
か
っ
た
、

ひ
も
じ
か
っ
た
」
「
高
台
か
ら

見
た
別
世
界
の
よ
う
な
光
景
」

「
二
日
間
だ
け
の
一
時
帰
宅
、

こ
れ
が
普
通
の
生
活
な
ん
だ
と

思
っ
た
、
１
日
に
６
回
も
風
呂

に
入
っ
た
」
…
語
ら
れ
た
一
言

ひ
と
言
が
胸
に
し
み
て
涙
が
こ

ぼ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
は
最
後
に
「
大
人
の
人

た
ち
へ
、
い
の
ち
を
優
先
し
て

欲
し
い
、
当
た
り
前
の
生
活
を

奪
う
原
発
は
い
り
ま
せ
ん
」
と

言
葉
を
結
び
ま
し
た
。

岩
手
か
ら
は
「
椎
茸
が
出
荷

で
き
な
い
、
町
単
位
の
出
荷
制

限
で
原
木
椎
茸
が
出
荷
で
き
な

い
」
実
態
。
宮
城
か
ら
は
「
仙

台
平
野
に
あ
る
若
林
地
区
で
は

10
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
１
０

４
戸
全
部
か
ら
体
調
不
良
の
訴

え
が
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
医
療

費
の
窓
口
負
担
金
の
助
成
が
打

ち
切
ら
れ
た
」
。
茨
城
か
ら
は

「
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
を
求

め
る
27
万
人
の
署
名
を
県
に
提

出
し
た
。
線
量
測
定
の
要
求
、

全
国
の
原
発
を
廃
炉
に
！
」
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
知
る
こ
と
、
忘
れ
な

い
こ
と
、
言
う
こ
と
、
つ
づ
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
心
に
き
ざ
み
ま
し
た
。

（
西
葛
西

土
屋

克
）

原
発
の
稼
働
・
再
稼
働

を
断
じ
て
許
す
ま
じ

私
は
、
11
時
か
ら
の
「
原
発

を
な
く
す
全
国
連
絡
会
」
主
催

の
「
３
・
10
東
京
集
会
」
と
、

そ
れ
に
引
き
続
き
、
「
首
都
圏

反
原
発
連
合
」
主
催
の
「
０
３

１
０
原
発
ゼ
ロ
☆
大
行
動
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

会
場
の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

は
、
「
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
」
を

願
う
４
万
を
超
す
人
々
で
う
ず

ま
り
、
会
場
に
入
り
き
れ
な
い

多
く
の
参
加
者
が
会
場
の
外
も

埋
め
尽
く
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
か
ら
２
年
目
。
事
態
は
一

向
に
改
善
し
な
い
ま
ま
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
12
月
に
発
足
し
た

安
倍
内
閣
は
、
原
発
再
稼
働
に

む
け
て
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
再
稼
働
を
許
さ
ず
、

全
原
発
の
廃
炉
に
む
け
て
の
新

た
な
１
ペ
ー
ジ
を
踏
み
出
そ
う
」

の
怒
り
と
抗
議
の
思
い
を
共
有

し
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

午
前
中
の
初
夏
を
思
わ
せ
る

暖
か
さ
か
ら
、
午
後
は
一
変
し

て
の
煙
霧
と
厳
し
い
寒
さ
に
な

り
ま
し
た
。
国
会
に
む
け
て
の

請
願
行
動
の
途
中
、
口
汚
く
の

の
し
る
右
翼
ら
し
い
集
団
の
挑

発
は
あ
り
ま
し
た
が
、
デ
モ
は

整
然
と
行
わ
れ
、
「
原
発
ゼ
ロ
」

に
む
け
て
の
決
意
を
そ
れ
ぞ
れ

に
表
明
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
の
解
明
も
さ
れ
て

い
な
い
、
福
島
第
１
原
発
の
廃

炉
も
40
年
は
か
か
る
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
人

間
の
命
』
と
『
経
済
』
が
天
秤

に
か
け
ら
れ
、
経
済
優
先
に
再

び
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。
子
供
達

の
今
と
未
来
を
奪
う
原
発
の
稼

働
・
再
稼
働
を
絶
対
に
許
し
て

は
な
ら
な
い
と
の
決
意
を
あ
ら

た
め
て
固
め
さ
せ
た
「
大
行
動
」

で
し
た
。

（
東
葛
西

伊
藤

辰
久
）
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

西
葛
西

山
口

英
衣

あ
ま
色
の
幼
な
の
産
毛
春
の
風

蝌
蚪
の
様
に
日
溜
り
に
寄
る
老
い
の
声

か

と

残
雪
の
斑
れ
山
肌
射
す
夕
日

は
だ

江
戸
川

長
沢

常
良

三
月
の
駅
に
積
み
あ
る
能
登
瓦

振
袖
の
遊
女
の
し
ぐ
さ
春
の
風

紅
梅
に
風
の
い
た
ず
ら
水
明
り

西
一
之
江

永
井

嶽

介
護
士
の
訪
問
の
庭
薄
紅
梅

山
門
に
菊
根
分
け
す
る
翁
か
な

つ
ま
づ
き
し
石
に
悲
鳴
や
冴
返
る

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

北
風
に
た
え
て
紅
色
寒
椿

枯
草
を
分
け
て
芽
吹
や
ふ
き
の
と
う

願
い
縄
ま
と
う
て
地
蔵
春
を
待
つ

▼
川
柳

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

北
吹
雪
南
海
開
き
長
ー
い
国

ダ
ル
居
な
い
イ
チ
ロ
ー
居
な
い
勝
て
っ
こ
無
い

原
発
の
警
鐘
ネ
ズ
ミ
が
鳴
ら
し
て
る

清
新
町

石
川

優

Ｔ
Ｐ
Ｐ
リ
ン
グ
と
ル
ー
ル
ア
メ
リ
カ
ン

米
を
捨
て
米
に
と
り
入
る
売
国
奴

金
た
め
る
為
に
福
祉
を
切
る
区
政

冬
の
野
山
を
楽
し
む

東
葛
西

目
澤

史
子

こ
の
冬
も
あ
ち
こ
ち
の
山
で
中
高

年
の
遭
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度

に
残
念
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

山
好
き
の
私
で
も
冬
の
厳
し
い
条

件
の
山
へ
は
登
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

冬
で
も
野
山
は
私
達
に
素
晴
ら
し
い

自
然
を
見
せ
、
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
雪
の
あ
る
処
に
行
き
、
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
（
西
洋
か
ん
じ
き
―
ア
ル
ミ

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
作
っ
た
も
の
）

で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
両
手
に

ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
を
持
っ
て
歩
く

の
で
す
。

２
月
は
長
野
県
の
高
峰
高
原
を
楽

し
み
ま
し
た
。

高
峰
高
原
の
第
１
日
目
。
佐
久
平

か
ら
バ
ス
で
一
時
間
で
標
高
二
千
メ
ー

ト
ル
の
高
原
宿
に
到
着
。
宿
で
登
山

靴
に
ス
ノ
―
シ
ュ
ー
を
合
わ
せ
て
も

ら
い
、
ス
ト
ッ
ク
を
身
長
に
合
わ
せ
、

借
り
ま
し
た
。
衣
類
手
袋
等
防
寒
を

し
っ
か
り
し
、
池
の
平
湿
原
ま
で
歩

き
ま
し
た
。
出
発
間
際
は
踏
み
跡
が

あ
り
ま
す
が
、
し
だ
い
に
雪
を
運
ぶ

風
で
跡
は
消
え
て
き
ま
す
。
先
頭
は

少
し
ラ
ッ
セ
ル
の
様
に
な
り
体
力
を

使
い
ま
す
が
、
一
番
後
ろ
は
楽
で
す
。

雪
上
の
風
紋
、
樹
氷
、
呼
び
声
の

様
な
風
の
音
、
雪
を
被
っ
た
山
の
姿

を
味
わ
い
な
が
ら
、
約
２
時
間
で
湿

原
の
入
り
口
の
東
屋
に
着
き
ま
し
た
。

湿
原
の
中
は
雪
が
深
く
て
入
れ
ま
せ

ん
。雪

上
で
の
昼
食
も
楽
し
み
で
す
。

こ
の
日
は
殊
の
外
気
温
が
低
く
、
三

重
の
手
袋
で
も
指
が
冷
た
い
の
で
す
。

よ
う
や
く
バ
ー
ナ
ー
に
火
を
付
け
、

お
汁
粉
と
ラ
ー
メ
ン
が
出
来
あ
が
り
、

体
が
温
ま
り
ま
し
た
。

一
時
間
半
た
ら
ず
で
宿
に
帰
っ
て

温
泉
に
入
り
、
満
足
満
足
。
外
気
マ

イ
ナ
ス
15
度
。

２
日
目
は
快
晴
。
ス
ノ
―
シ
ュ
ー

を
は
い
て
の
高
峰
山
登
山
で
す
。
宿

が
二
千
メ
ー
ト
ル
で
す
か
ら
高
低
差

二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。
頂
上
ま

で
一
時
間
半
。
頂
上
で
は
南
ア
ル
プ

ス
、
中
央
ア
ル
プ

ス
、
御
岳
山
、
北

ア
ル
プ
ス
と
眺
望

最
高
で
し
た
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

窓
の
ば
ら
ゆ
ふ
べ
の
風
に
動
く
と
き
星
の
ひ
と
つ
と
交
信
す
る
や

は
じ
め
て
の
出
会
ひ
と
な
り
し
赤
倉
の
雪
の
起
伏
は
日
を
照
り
返
す

い
く
さ
知
ら
ぬ
子
ら
に
問
は
れ
し
胸
の
傷
弾
丸
く
ぐ
り
し
と
爺
や
は
語
る

た

ま

エッセイ

大
震
災
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
を
め
ざ
す

「
３
・
10
東
京
集
会
」
に
参
加

３
月
10
日
を
中
心
に
、
全
国
で
３
０
０
箇
所
を
超
す
会
場
で
「
東
日
本
大

震
災
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
め
ざ
す
大
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
に
様
子
と
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

友の会から、東京集会に29人の会
員が参加しました

福島の高校生「たまねぎうさぎ」
のみなさん
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唄えば生き生き元気

●毎月 第４土曜日

14:00～

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

参加無料です。

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●毎月 第２木曜日

第４木曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：２００円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時３０分集合出発

●コースは、参加者の希
望で決めています。雨

天中止。直接集合場所

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

●食事代６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく歌って
おしゃべりしましょう

●毎月 第３金曜日

14時～16時

●４月は19日です。

●新小岩診療所３階

会議室（松島4-27-2
℡・3651-2944）

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を奏でませんか

●毎月 第１･３(木)

10時より

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●場所 新小岩診療所

２Ｆ友の会室

●参加無料です。

みなさんの参加をお

待ちしております。

淀
川
下
流
の
う
ち
、
大
阪
市

中
之
島
を
挟
む
堂
島
川
と
土
佐

堀
川
が
合
流
し
て
大
阪
湾
に
注

ぐ
ま
で
の
川
が
安
治
（
あ
じ
）

川
で
す
。

私
は
こ
の
安
治
川
の
北
岸
の

大
阪
市
福
島
区
野
田
で
生
ま
れ

14
歳
ま
で
育
ち
ま
し
た
。
福
島

区
は
大
阪
梅
田
に
隣
接
し
、
そ

の
名
の
通
り
昔
は
島
で
し
た
。

野
田
は
「
野
田
藤
」
の
発
祥
の

地
で
す
。

宮
本
輝
原
作
で
小
栗
康
平
監

督
の
映
画
「
泥
の
河
」
を
ご
存

知
で
す
か
？
安
治
川
を
舞
台
に
、

川
べ
り
の
食
堂
の
少
年
と
対
岸

に
繋
が
れ
た
廓
舟
の
姉
弟
と
の

出
会
い
と
別
れ
を
描
い
た
名
作

で
す
。

安
治
川
は
ま
さ
に
「
泥
の
河
」

で
し
た
。
ど
す
黒
い
川
面
に
油

が
ギ
ラ
ギ
ラ
浮
い
て
異
臭
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。
対
岸
に
は
港
湾

施
設
や
倉
庫
が
立
ち
並
び
、
川

に
面
し
て
大
阪
市
中
央
卸
売
市

場
が
あ
り
ま
し
た
。
中
央
市
場

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
私
の
家

の
ま
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
市
場
関

係
者
。
隣
り
の
伯
父
は
果
物
卸
、

父
は
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
果
物
を

小
売
し
て
い
ま
し
た
。
朝
四
時

頃
に
は
家
を
出
て
、
昼
過
ぎ
に

は
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

中
央
市
場
に
魚
や
野
菜
を
運

ぶ
貨
物
専
用
引
込
線
が
あ
り
ま

し
た
。
近
く
に
火
力
発
電
所
が

あ
り
石
炭
も
無
蓋
車
で
運
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
安
治
川
は
大
き

な
船
が
航
行
す
る
の
で
、
橋
が

な
く
対
岸
へ
の
渡
し
船
が
あ
り

ま
し
た
。
渡
し
船
で
対
岸
に
渡

り
、
大
阪
港
口
に
下
っ
て
川
の

下
に
掘
ら
れ
た
安
治
川
隧
道
を

通
っ
て
も
ど
る
遊
び
を
し
ま
し

た
。
こ
の
渡
し
船
は
廃
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
安
治
川
隧
道
は
ま

だ
現
役
で
す
。

中
学
校
か
ら
少
し
歩
く
と
中

之
島
。
当
時
の
美
し
い
た
た
ず

ま
い
を
思
い
出
し
ま
す
。
中
之

島
の
川
は
き
れ
い
で
、
赤
煉
瓦

の
市
役
所
、
公
会
堂
、
図
書
館

等
の
見
事
な
建
築
物
を
対
岸
か

ら
写
生
し
感
動
し
ま
し
た
。
い

ま
は
様
変
わ
り
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

11
歳
の
秋
、
第
二
室
戸
台
風

が
大
阪
を
襲
い
高
潮
で
床
上
浸

水
し
ま
し
た
。
と
き
に
予
感
が

働
く
私
。
前
日
に
荷
物
を
二
階

に
運
ん
で
い
た
た
め
、
わ
が
家

は
水
に
つ
か
っ
た
壁
土
が
崩
れ

た
だ
け
で
済
み
ま
し
た
が
、
級

友
の
多
く
が
、
卒
業
文
集
に
被

害
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
14

歳
の
夏
、
大
阪
府
茨
木
市
に
転

居
し
「
も
う
浸
水
に
は
あ
わ
な

い
」
と
つ
ぶ
や
い
た
親
の
言
葉

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
人
に

も
傷
を
残
し
て
い
た
の
で
す
。

私のふるさと

「
泥
の
河
」
―
安
治
川
界
隈
の
思
い
出

さわやか喫茶着物リメイクの会

大 阪

清新町 小柴信子

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日(第２を除く）

と第２土曜日

●午前10時～午後３時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料、お昼持参下さい

着
物
リ
メ
イ
ク
会
よ
り
お
知
ら
せ

リ
メ
イ
ク
作
品
の
即
売
会
を
行

な
い
ま
す
。

●
４
月
７
日
15
日

１
時
〜
３
時

葛
西
み
な
み
診
療
所
ビ
ル
内

昨
年
会
員
の
方
が
「
こ

ん
な
の
作
ら
な
い
？
」
と
、

ネ
コ
の
姿
で
な
か
に
洗
濯

バ
サ
ミ
が
入
っ
て
い
る
の

を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

「
わ
ー
、
い
い
ね
」
と
さ
っ

そ
く
数
人
で
集
ま
り
お
喋

り
し
な
が
ら
楽
し
く
作
り
、

健
康
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
に

も
出
品
し
完
売
。
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
時
々
集
ま
っ

て
何
か
作
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
小
物
づ
く

り
の
サ
ー
ク
ル
が
で
き
ま

し
た
。

２
月
に
は
お
雛
様
、
３

月
に
は
、
つ
ま
み
絵
の
応

用
で
し
だ
れ
桜
を
作
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
毎
月
第
３

月
曜
日
、
午
後
２
時
か
ら

新
小
岩
診
療
所
の
３
階
を

借
り
て
や
る
こ
と
に
な
り
、

４
月
は
布
で
た
け
の
こ
を

作
り
ま
す
。

季
節
に
合
わ
せ
て
い
ろ

い
ろ
作
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
緒
に
つ
く

り
ま
せ
ん
か
楽
し
い
で
す

よ
。
是
非
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。
（
猪
瀬
）

おしゃべり喫茶小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第３月曜日

14時～16時

●新小岩診療所３階

会議室（松島4-27-2

℡・3651-2944）

季
節
を
彩
る
小
物

松
島
中
央
支
部

「
小
物
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
」

健康体操教室――――

転倒防止・機敏性をやしなう

毎月第2・4木曜日 10：00～12：00
参加費１回200円

いつまでも元気で長生きは、みんなの願いです。

楽しく体を動かしてみませんか。転倒防止や機敏性

を体で覚え、脳のトレーニングになります。

イスにすわり、テレビを見ながら体を動かします。

先生のアドバイスで、楽しいひとときを。あなたの

参加をお待ちしています。

松島 宮代 和子

２月に作ったしだれ桜。布を

おり摘まんで花びらの形にす

松島 加藤よし子

気軽に交流・広がれ輪

一之江に〝たまり場〟開設
一之江駅の周辺をはじめ、江戸川、春

江町、西瑞江、松江地域などにお住まい

の会員みなさん、友の会のたまり場を開

設することになりました。下記のように

開所式を行ないますので、お近くの会員

さんはぜひおいで下さい。

●４月23日（火）13:00～15:00

●一之江内科クリニックビル4階

●会費300円（茶菓子代）

イスに坐って、

健康づくり体操



心
を
打
つ
高
校
生
の

詩
の
朗
読

デ
キ
シ
ー
ユ
ニ
オ
ン
の
ジ
ャ

ズ
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
開
会
を

待
ち
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
旗
、

人
。
「
原
発
い
ら
な
い
、
い
の

ち
が
だ
い
じ

都
庁
職
病
院
支

部
」
「
医
労
連
」
「
新
聞
Ｏ
Ｂ

９
条
の
会
」
「
全
国
金
融
労
連
」

な
ど
の
旗
を
見
て
い
る
間
に
も

続
々
と
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

集
会
は
東
京
地
評
議
長
伊
藤

潤
一
さ
ん
の
「
地
震
大
国
の
日

本
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
発
に
依

存
す
る
こ
と
が
誤
り
だ
っ
た
」

で
始
ま
り
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
の
訴
え
の
最
初

は
福
島
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ

「
た
ね
ま
き
う
さ
ぎ
」
の
み
な

さ
ん
の
詩
の
朗
読
で
し
た
。

「
娘
に
会
津
に
逃
げ
ろ
と
言
い

救
助
の
仕
事
に
も
ど
る
父
親
」

「
10
分
で
荷
物
を
ま
と
め
車
に

乗
っ
て
逃
げ
た
」
「
寒
か
っ
た
、

ひ
も
じ
か
っ
た
」
「
高
台
か
ら

見
た
別
世
界
の
よ
う
な
光
景
」

「
二
日
間
だ
け
の
一
時
帰
宅
、

こ
れ
が
普
通
の
生
活
な
ん
だ
と

思
っ
た
、
１
日
に
６
回
も
風
呂

に
入
っ
た
」
…
語
ら
れ
た
一
言

ひ
と
言
が
胸
に
し
み
て
涙
が
こ

ぼ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
は
最
後
に
「
大
人
の
人

た
ち
へ
、
い
の
ち
を
優
先
し
て

欲
し
い
、
当
た
り
前
の
生
活
を

奪
う
原
発
は
い
り
ま
せ
ん
」
と

言
葉
を
結
び
ま
し
た
。

岩
手
か
ら
は
「
椎
茸
が
出
荷

で
き
な
い
、
町
単
位
の
出
荷
制

限
で
原
木
椎
茸
が
出
荷
で
き
な

い
」
実
態
。
宮
城
か
ら
は
「
仙

台
平
野
に
あ
る
若
林
地
区
で
は

10
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
１
０

４
戸
全
部
か
ら
体
調
不
良
の
訴

え
が
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
医
療

費
の
窓
口
負
担
金
の
助
成
が
打

ち
切
ら
れ
た
」
。
茨
城
か
ら
は

「
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
を
求

め
る
27
万
人
の
署
名
を
県
に
提

出
し
た
。
線
量
測
定
の
要
求
、

全
国
の
原
発
を
廃
炉
に
！
」
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
知
る
こ
と
、
忘
れ
な

い
こ
と
、
言
う
こ
と
、
つ
づ
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
心
に
き
ざ
み
ま
し
た
。

（
西
葛
西

土
屋

克
）

原
発
の
稼
働
・
再
稼
働

を
断
じ
て
許
す
ま
じ

私
は
、
11
時
か
ら
の
「
原
発

を
な
く
す
全
国
連
絡
会
」
主
催

の
「
３
・
10
東
京
集
会
」
と
、

そ
れ
に
引
き
続
き
、
「
首
都
圏

反
原
発
連
合
」
主
催
の
「
０
３

１
０
原
発
ゼ
ロ
☆
大
行
動
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

会
場
の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

は
、
「
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
」
を

願
う
４
万
を
超
す
人
々
で
う
ず

ま
り
、
会
場
に
入
り
き
れ
な
い

多
く
の
参
加
者
が
会
場
の
外
も

埋
め
尽
く
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
か
ら
２
年
目
。
事
態
は
一

向
に
改
善
し
な
い
ま
ま
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
12
月
に
発
足
し
た

安
倍
内
閣
は
、
原
発
再
稼
働
に

む
け
て
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
再
稼
働
を
許
さ
ず
、

全
原
発
の
廃
炉
に
む
け
て
の
新

た
な
１
ペ
ー
ジ
を
踏
み
出
そ
う
」

の
怒
り
と
抗
議
の
思
い
を
共
有

し
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

午
前
中
の
初
夏
を
思
わ
せ
る

暖
か
さ
か
ら
、
午
後
は
一
変
し

て
の
煙
霧
と
厳
し
い
寒
さ
に
な

り
ま
し
た
。
国
会
に
む
け
て
の

請
願
行
動
の
途
中
、
口
汚
く
の

の
し
る
右
翼
ら
し
い
集
団
の
挑

発
は
あ
り
ま
し
た
が
、
デ
モ
は

整
然
と
行
わ
れ
、
「
原
発
ゼ
ロ
」

に
む
け
て
の
決
意
を
そ
れ
ぞ
れ

に
表
明
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
の
解
明
も
さ
れ
て

い
な
い
、
福
島
第
１
原
発
の
廃

炉
も
40
年
は
か
か
る
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
人

間
の
命
』
と
『
経
済
』
が
天
秤

に
か
け
ら
れ
、
経
済
優
先
に
再

び
進
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。
子
供
達

の
今
と
未
来
を
奪
う
原
発
の
稼

働
・
再
稼
働
を
絶
対
に
許
し
て

は
な
ら
な
い
と
の
決
意
を
あ
ら

た
め
て
固
め
さ
せ
た
「
大
行
動
」

で
し
た
。

（
東
葛
西

伊
藤

辰
久
）

2013.4.10 友の会だより ＮＯ．28 友の会だより ＮＯ．28 2013.4.10３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

西
葛
西

山
口

英
衣

あ
ま
色
の
幼
な
の
産
毛
春
の
風

蝌
蚪
の
様
に
日
溜
り
に
寄
る
老
い
の
声

か

と

残
雪
の
斑
れ
山
肌
射
す
夕
日

は
だ

江
戸
川

長
沢

常
良

三
月
の
駅
に
積
み
あ
る
能
登
瓦

振
袖
の
遊
女
の
し
ぐ
さ
春
の
風

紅
梅
に
風
の
い
た
ず
ら
水
明
り

西
一
之
江

永
井

嶽

介
護
士
の
訪
問
の
庭
薄
紅
梅

山
門
に
菊
根
分
け
す
る
翁
か
な

つ
ま
づ
き
し
石
に
悲
鳴
や
冴
返
る

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

北
風
に
た
え
て
紅
色
寒
椿

枯
草
を
分
け
て
芽
吹
や
ふ
き
の
と
う

願
い
縄
ま
と
う
て
地
蔵
春
を
待
つ

▼
川
柳

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

北
吹
雪
南
海
開
き
長
ー
い
国

ダ
ル
居
な
い
イ
チ
ロ
ー
居
な
い
勝
て
っ
こ
無
い

原
発
の
警
鐘
ネ
ズ
ミ
が
鳴
ら
し
て
る

清
新
町

石
川

優

Ｔ
Ｐ
Ｐ
リ
ン
グ
と
ル
ー
ル
ア
メ
リ
カ
ン

米
を
捨
て
米
に
と
り
入
る
売
国
奴

金
た
め
る
為
に
福
祉
を
切
る
区
政

冬
の
野
山
を
楽
し
む

東
葛
西

目
澤

史
子

こ
の
冬
も
あ
ち
こ
ち
の
山
で
中
高

年
の
遭
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度

に
残
念
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

山
好
き
の
私
で
も
冬
の
厳
し
い
条

件
の
山
へ
は
登
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

冬
で
も
野
山
は
私
達
に
素
晴
ら
し
い

自
然
を
見
せ
、
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
雪
の
あ
る
処
に
行
き
、
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
（
西
洋
か
ん
じ
き
―
ア
ル
ミ

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
作
っ
た
も
の
）

で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
両
手
に

ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
を
持
っ
て
歩
く

の
で
す
。

２
月
は
長
野
県
の
高
峰
高
原
を
楽

し
み
ま
し
た
。

高
峰
高
原
の
第
１
日
目
。
佐
久
平

か
ら
バ
ス
で
一
時
間
で
標
高
二
千
メ
ー

ト
ル
の
高
原
宿
に
到
着
。
宿
で
登
山

靴
に
ス
ノ
―
シ
ュ
ー
を
合
わ
せ
て
も

ら
い
、
ス
ト
ッ
ク
を
身
長
に
合
わ
せ
、

借
り
ま
し
た
。
衣
類
手
袋
等
防
寒
を

し
っ
か
り
し
、
池
の
平
湿
原
ま
で
歩

き
ま
し
た
。
出
発
間
際
は
踏
み
跡
が

あ
り
ま
す
が
、
し
だ
い
に
雪
を
運
ぶ

風
で
跡
は
消
え
て
き
ま
す
。
先
頭
は

少
し
ラ
ッ
セ
ル
の
様
に
な
り
体
力
を

使
い
ま
す
が
、
一
番
後
ろ
は
楽
で
す
。

雪
上
の
風
紋
、
樹
氷
、
呼
び
声
の

様
な
風
の
音
、
雪
を
被
っ
た
山
の
姿

を
味
わ
い
な
が
ら
、
約
２
時
間
で
湿

原
の
入
り
口
の
東
屋
に
着
き
ま
し
た
。

湿
原
の
中
は
雪
が
深
く
て
入
れ
ま
せ

ん
。雪

上
で
の
昼
食
も
楽
し
み
で
す
。

こ
の
日
は
殊
の
外
気
温
が
低
く
、
三

重
の
手
袋
で
も
指
が
冷
た
い
の
で
す
。

よ
う
や
く
バ
ー
ナ
ー
に
火
を
付
け
、

お
汁
粉
と
ラ
ー
メ
ン
が
出
来
あ
が
り
、

体
が
温
ま
り
ま
し
た
。

一
時
間
半
た
ら
ず
で
宿
に
帰
っ
て

温
泉
に
入
り
、
満
足
満
足
。
外
気
マ

イ
ナ
ス
15
度
。

２
日
目
は
快
晴
。
ス
ノ
―
シ
ュ
ー

を
は
い
て
の
高
峰
山
登
山
で
す
。
宿

が
二
千
メ
ー
ト
ル
で
す
か
ら
高
低
差

二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。
頂
上
ま

で
一
時
間
半
。
頂
上
で
は
南
ア
ル
プ

ス
、
中
央
ア
ル
プ

ス
、
御
岳
山
、
北

ア
ル
プ
ス
と
眺
望

最
高
で
し
た
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

窓
の
ば
ら
ゆ
ふ
べ
の
風
に
動
く
と
き
星
の
ひ
と
つ
と
交
信
す
る
や

は
じ
め
て
の
出
会
ひ
と
な
り
し
赤
倉
の
雪
の
起
伏
は
日
を
照
り
返
す

い
く
さ
知
ら
ぬ
子
ら
に
問
は
れ
し
胸
の
傷
弾
丸
く
ぐ
り
し
と
爺
や
は
語
る

た

ま

エッセイ

大
震
災
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
を
め
ざ
す

「
３
・
10
東
京
集
会
」
に
参
加

３
月
10
日
を
中
心
に
、
全
国
で
３
０
０
箇
所
を
超
す
会
場
で
「
東
日
本
大

震
災
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
め
ざ
す
大
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
に
様
子
と
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

友の会から、東京集会に29人の会
員が参加しました

福島の高校生「たまねぎうさぎ」
のみなさん
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助け

になるのです。

なぎさ薬局
TEL03- 56 79- 71 37／ FAX03-5679-7138

肺炎とは主に細菌やウイルスが肺に感染し

て炎症を起こす病気です。癌・心臓病・脳卒

中に続いて日本人の死亡原因の第 4位です。

高齢者や慢性の病気を持っている方などは

特に肺炎にかかりやすく治りにくい傾向があ

るので、予防や早めの治療が大切です。肺炎

球菌による肺炎は、成人の 25 ％～ 40 ％を占

め特に高齢者の肺炎の約半数は、肺炎球菌が

原因とされています。

肺炎球菌には、80 種類以上の型があります

が肺炎球菌ワクチン接種により、そのうち 23

種類に対して免疫をつける事ができます。接

種により、肺炎球菌による肺炎の 8 割に効果

があると言われています。肺炎球菌ワクチン

は肺炎のすべてを予防するワクチンではあり

ませんが、接種することによって重症化防止

などの効果が期待されます。免疫効果は 5 年

以上にわたって持続すると言われており、肺

炎球菌に対する免疫ができると、肺炎にかかっ

ても軽い症状ですむ効果があります。

副反応としては、注射部位の痛み、熱感、

発疹が 5 ％以上に認められます。筋肉痛、倦

怠感、違和感、悪寒、頭痛、発熱等の報告も

ありますが、いずれも軽度で 2 日～ 3 日で消

失します。米国では 65 歳以上の接種率は 50

％を超えていますが、我が国における接種率

は近年増加しているものの、まだまだ低く不

十分な現状です。インフルエンザワクチンと

の併用効果も報告され

ており、今後はさらな

るワクチン接種普及が

望まれています。

編
集
後
記

▼
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
ボ
サ
ボ
サ
頭

が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
英
国
の
ボ
リ
ス
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
市
長
（
48

）

が
、
ロ
ン
ド
ン
を
「
世
界
で
最
も
魅
力

的
な
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
街
に
す
る
」
と

発
表
し
て
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
▼
計
画
で
は
、
自
転
車
専
用
の
高

速
レ
ー
ン
や
橋
を
建
設
、
裏
道
か
ら

「
静
か
な
道
」
を
経
由
し
て
中
心
部
の
専

用
レ
ー
ン
に
行
け
る
よ
う
、
10
年
か
け

て
数
百
キ
ロ
に
及
ぶ
道
路
を
整
備
し
よ

う
と
い
う
こ
と
。
予
算
額
は
１
３
１
０

億
円
と
い
う
か
ら
半
端
で
は
な
い
。
「
自

転
車
に
乗
り
換
え
れ
ば
交
通
渋
滞
も
減

り
、
人
び
と
に
力
を
与
え
、
健
康
に
も

い
い
、
重
要
な
の
は
安
全
に
す
る
こ
と

だ
」、
そ
う
語
る
自
転
車
好
き
の
市
長
。

し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
車
道
を
走
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
転
車
に
関
る
事

故
は
毎
年
増
大
し
、
安
全
を
高
め
る
こ

と
が
急
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
▼
４
月

28
日
、
友
の
会
が
中
心
に
行
う
「
環
境

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
で
は
街
路
樹
を
増
や

せ
、
安
全
な
自
転
車
レ
ー
ン
を
つ
く
れ

な
ど
の
要
望
を
国
交
省
や
東
京
都
に
求

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。（
黒
木
）

役立つ健康メモ⑧

肺炎球菌ワクチンについて

一之江内科クリニック 高野光太郎

生活保護基準の引き下げは
国民生活も切り下げる

政府は、13年度予算案を閣議決定し、生活扶助を今

後3年間で670億円も引き下げることにしました。生活

保護基準の引き下げは、私たちのくらしに大きな影響

を与えます。

＜増加する生活保護受給者＞

生活保護受給者は1995年88万人を底に、右肩上りに

上昇し、2012年12月時点で215万人、157万世帯になっ

ています。保護率は1.68％。きびしい経済情勢の影響

を受け、失業等により生活保護に至る「その他の世帯」

の伸びは10年間で約４倍です。また、高齢化等の影響

により、保護受給者は過半数（51％）は60才以上となっ

ています。保護受給者の増加の原因は、社会保障の改

悪で医療費や介護の保険料、利用料の増加、低い年金

とさらなる引き下げで限界に達していること。青年労

働者の場合は非正規や派遣労働という不安定な雇用状

況、大企業のリストラ合理化などの収入減によります。

＜保護基準引き下げは国民生活も切り下げる＞

いますすめられている社会保障改革推進法は社会保

障は「自立・自助」を基本とし、「自分で努力し、家

族と国民の助け合い」で行ない、「その後方で国が支

援する」としています。社会保障は権利ではなく、利

益を受ける「受益」だから、それに見合う「負担をす

るのは当然」としています。国民の権利としての社会

保障を認めない、憲法25条の解体につながるものです。

＜憲法25条を具体化した制度＞

生活保護は憲法25条にもとづいて保障された国民の

権利です。「国は生活に困っているすべての国民に対

し、最低限の生活を保障しその自立を助けることを目

的にする」としめされています。「最低限度の生活」

とは、「健康で文化的な生活水準を維持することがで

きるものでなければならない」もので、保護基準の切

り下げは各種制度に大きな影響を与え、国民生活全体

を悪化させるものです。

＜医療や教育など各種制度に波及＞

07年の最低賃金法改正で「生活保護に係る施策との

整合性に配慮する」（73条）と関連づけられ、厚労省

作成の「影響がおよぶ他の制度」にも最賃が入ってい

ます。保護基準が下がれば最低賃金が下がってしまい

ます。住民税の非課税限度額も保護基準を勘案して定

めています。04年に生活扶助基準を0.2％、05年に多

人数世帯（4人以上）の基準を切り下げました。これ

を受けて住民税非課税基準は、05年、06年に連続して

引き下げられました。また保育料は国基準で3才未満

は9000円ですが、課税になると19500円になります。

高額療養費制度は（70才未満）非課税のときは、上限

35000円ですが、課税になると「一般」80100円になり

ます。このほか関連する制度について、厚労省が明ら

かにしており、内閣は「影響の出ないように」と指示

していますが、その保障はありません。

表 生活保護基準によって決められ、影響を受ける制度

（全生連作成）

＜改悪ストップ行動の輪を広げよう＞

生活保護法は、すべての国民に申請する権利、受け

る権利を無差別平等に保障しています。働いていても

生活費が足りない人も生活保護を利用できます。江戸

川生活と健康を守る会、社保協と共に制度改悪ストッ

プの行動にとりくみましょう。

※生活と健康を守る新聞、月間「生活

と健康」「議会と自治体」を参考に

しました。（黒木）

○地域別最低賃金、住民税の非課税基準

○国民年金の保険料免除

○国民健康保険の保険税・料の額

○国保医療費の一部負担減免制度

○医療費の高額療養費

○介護保険料と保険料減免

○障がい者の医療費の減免

○幼稚園保育料を補助する就園奨励

○保育所保育料

○出産費用が安くなる入院助産

○義務教育の援助制度、高校授業料の減免

○公営住宅家賃の減免

○住民税や固定資産税の減免制度

○税などの差し押さえ禁止基準
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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 久保田 折茂 久保田 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 久保田 久保田 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

かさい保健医療福祉ビル４Ｆ

電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2013年 4月10日 第28号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始（12月30日～１月３日）
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 山辺 松村所長 畔上 松村所長
大島(皮膚科）

松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長
皮膚のみ11：

30受付終了

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30

分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

中村麻理衣
(糖尿病・内科)
糖尿病は予約制

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗
(内科)
恩田圭司
(整形)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
高宮智正
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

中島孝敏
(内科)
榎本信行
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

恩田圭司
(整形)

休診
大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 原野 元田

午後
14時～17時

神山
(糖尿病)

高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

今
の
国
会
で
大
き
な
焦
点
の
一

つ
に
な
っ
て
る
「
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
」
（
以
下
推
進
法
）

の
ね
ら
い
や
問
題
点
、
運
動
の
方

向
性
な
ど
を
学
ぶ
東
都
協
議
会
主

催
の
社
保
学
習
会
が
、
２
月
27
日

に
千
住
福
祉
学
校
で
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
。
医
療
・
福
祉
系
の
職
員
と

友
の
会
々
員
な
ど
、
50
人
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の

相
野
谷
事
務
局
長
が
講
師
を
務
め

社
会
保
障
に
関
す
る
公
費
の
削
減

を
主
眼
に
し
た
『
推
進
法
』
の
正

体
「
こ
れ
か
ら
の
医
療
・
介
護
が

ど
う
な
る
」
と
題
し
て
解
説
し
ま

し
た
。

加
速
す
る
安
倍
政
権
の
国
民

い
じ
め

安
倍
政
権
の
基
本
路
線
に
つ
い

て
、
軍
事
大
国
化
と
構
造
改
革
路

線
の
推
進
と
指
摘
し
、
日
本
を
戦

争
で
き
る
国
に
す
る
こ
と
、
大
企

業
の
負
担
を
軽
減
し
、
自
由
を
拡

大
す
る
も
の
と
説
明
。
97
年
以
降
、

消
費
税
を
５
％
に
し
、
医
療
の
窓

口
負
担
を
２
割
に
引
上
げ
る
な
ど
、

合
わ
せ
て
９
兆
円
も
の
国
民
負
担

を
お
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
自
殺
者
が
毎
年
３
万
人
以

上
、
格
差
と
貧
困
が
ひ
ろ
が
り
ま

し
た
。
安
倍
政
権
は
こ
の
路
線
を

い
っ
そ
う
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。借

金
の
返
済
に
消
費
税
増
税

続
い
て
、
公
共
事
業
の
バ
ラ
マ

キ
政
策
に
つ
い
て
「
そ
の
財
源
は

借
金
で
あ
り
、
そ
の
返
済
に
消
費

税
を
当
て
る
こ
と
」
だ
と
い
い
、

「
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
引
上

げ
を
阻
止
」
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。
同

時
に
消
費
税
だ
け
で
は
財
源
が
足

り
な
い
た
め
、
そ
の
矛
先
が
「
社

会
保
障
の
削
減
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
の
露
払
い
と
し
て
生

活
保
護
基
準
の
切
り
下
げ
と
な
っ

た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
医
療
の
営
利
化
が

加
速

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
で
関
税
や
そ

の
障
壁
が
取
り
除
か
れ
る
と
特
に

社
会
保
障
・
医
療
の
分
野
で
混
合

診
療
解
禁
の
道
が
開
か
れ
ま
す
。

日
本
の
病
院
経
営
は
「
非
営
利
の

原
則
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が

崩
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

公
費
削
減
を
主
眼
と
す
る

『推
進
法
』」

相
野
谷
さ
ん
は
、
「
安
倍
内
閣

の
暴
走
の
重
要
な
柱
が
社
会

保
障
の
改
悪
で
あ
り
、
そ
の

皮
切
り
が
生
活
保
護
の
切
下

げ
で
す
」
と
再
度
強
調
し
ま

し
た
。
い
ま
生
活
保
護
の
相

談
窓
口
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

化
し
、
と
に
か
く
安
い
賃
金

で
も
働
け
と
い
う
就
労
強
制

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

『
推
進
法
』
の
ね
ら
い
に
つ
い

て
「
社
会
保
障
に
国
が
出
し
て
い

る
お
金
、
自
治
体
が
出
し
て
い
る

お
金
を
一
円
で
も
多
く
削
り
た
い
、

そ
れ
に
つ
き
ま
す
」
と
強
調
。
国

民
健
康
保
険
を
例
に
す
る
と
か
つ

て
50
％
だ
っ
た
国
庫
負
担
が
25
％

ま
で
カ
ッ
ト
さ
れ
、
国
民
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
『
推
進
法
』

で
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
削
ろ
う
と

し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
保
険
料

が
上
が
る
と
、
「
空
洞
化
し
て
き

て
い
る
制
度
そ
の
も
の
が
成
り
立

た
な
く
な
り
ま
す
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

最
後
に
「
消
費
税
の
増
税
阻
止

は
も
ち
ろ
ん
、
今
夏
の
参
院
選
で

は
『
推
進
法
』
を
廃
止
す
る
議
員

を
多
く
国
会
へ
送
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
運
動
を
地
域
か
ら
大
き

く
広
げ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

（
高
取
）

加
速
す
る
安
倍
政
権
の
国
民
い
じ
め

消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
の
改
悪

〜
東
都
協
議
会
の
学
習
会
か
ら
〜

千住福祉学校での学習会

松島 根本 公子


